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疋田康行教授記念号に寄せて
疋田康行先生は長年にわたり, 立教大学経済学部の教育・研究の向上と発展に尽力されてき
ました｡ その疋田康行先生の功績を讃えて, 本記念号を発刊できることは, 経済学部にとって
大変に名誉なことです｡
疋田康行先生は, 一橋大学大学院経済学研究科, 横浜国立大学教育学部・経済学部非常勤講
師を経て,     年４月に本学経済学部専任講師に就任されました｡ それ以降,     年３月に定
年退職されるまで実に  年の長きにわたって経済学部の研究・教育ならびに立教大学の発展に
大きく貢献されました｡ 疋田康行先生の経済学部就任時の担当科目は ｢日本資本主義発達史｣
で, その後に担当科目は ｢現代日本経済史｣, ｢日本経済論｣ と変更されましたが, 対外経済関
係を重視する視角から近現代日本経済の歴史的発展過程に関し研究を進め, その教育に尽力さ











関係を分析した修士論文を ｢日本航空機工業資本の蓄積過程｣ (『一橋論叢』 第  巻第６号,    年６月) として公表し, さらに航空機工業と関連の深いアルミニウム製造業と戦時産業統
制政策との関係を論じた ｢戦時経済統制と独占｣ (『体系・日本現代史 戦争と国家独占資本主
義』 日本評論社,     年) を公表されました｡ その後, 疋田康行先生の研究分野は資本輸出を
軸とする日本植民地経済史研究に拡大されます｡ その契機となったのが, 大蔵省財政史室所蔵
の 『議会参考書』 に掲載された対中国借款データの分析・研究でした｡ この研究成果は 『日本








出先であった ｢満洲｣ への直接投資研究に進まれ, 法人登記簿に基づく在満洲日本企業データ
ベースの構築とその分析・研究に傾注され, その研究成果は総ページ数    ページを超える
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